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観点別・一次評価（担当部署の評価）

二次評価（行政評価委員会の評価）

●改革プラン

二次評価 ☆☆☆

★★★★

★★★
★★★★観点別評価

小学生：５、６年生は年間３５時間外国語活動を行い、外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しみ積極的にコ
ミュニケーションを図ろうとする。３、４年生は異文化を理解する。
中学生：読んだり、聞いたりする力が向上し、進んで異文化を理解しようとする。
１４年７月に文部科学省から「英語が使える日本人」の育成のための戦略構想が、１５年３月には行動計画が出
された。また、社会的にも国際理解、英会話の必要性が強まる中で児童生徒が外国語や異文化に触れるなどの体
験的な学習活動を進めることが急務となった。平成２０年に学習指導要領が改訂され、２３年度より小学校で外
国語活動が行われることになった。

見直し改善の
経過

年度

1-1　　心豊かな人づくり

●事務事業の内容
Nat i ve（自然）な英語に接することにより、英語でのコミュニケーション能力の向上を図る。小中学校において
異なる文化を持つ人々と協調して生きていく態度を育成する。

目　的
（何のために）

小学校：３人を年間２０３日：１校当り年８６日※８Ｈ
中学校：３人を年間２０３日：１校当り年１５２日※８Ｈ
小中学校：同一地区に３人　年間２０４日※８Ｈ

政　策 1-1-2　少年期の教育の充実（小中学校）

事務事業実績

小中学校児童・生徒

基本計画におけ
る位置付け

基本政策
根拠法令・要綱等

1-5-2　国際交流・国際協力の推進関連
政策

事務事業名
所  管

●事務事業の位置付け
期　間

各小中学校へALT( Assi st ant o Language Teacher)を派遣し、ティームティーチング方式で授業を行う。小学校は
外国語活動、総合的な学習の時間、中学校は英語科で行う。

整理番号 11208- 010
学校教育課　教育指導スタッフ
外国人英語指導助手派遣事業

●事務事業の実績・投入コスト

平成１７年度より小中学校ともに助手数を各１人増やし、１学級あたり年間平均時数が小学校１７時間、中学校
３７時間に増大した。

手　段
（どのようなや
り方で）

事務事業の背
景・住民の意向

成　果
（どのような状
態にしたいか）

対　象
（誰・何を）

一次評価

平成17年度
小学校：３人を年間２０１日：１校当り年６０日※８Ｈ
中学校：３人を６校に年間２０１日（３グループ）１校当り１０
０日※８Ｈ

平成19年度

●評価指標

●事務事業の評価

★★★★

平成18年度

継続

小学校：３人を年間２０４日：１校当り年７０日※８Ｈ
中学校：３人を５校に２０４日１校当り１１０日※８Ｈ
小中学校：同一地区に１人　年間２０４日※８Ｈ

改革により予
想される成果

英語コミュニケーション能力が向上する。異文化との共生、協調や国際理解教育が進むとともに、使える英語力
が向上する。小学校教員の指導力が向上する。そのことにより、小学校英語活動がスムーズに導入できる。自分
や周りの人と違う価値観や生き方を認め、「共に生きる力」がつく。

平成20年度か
らの対応

平成１９年度からの継続実施で１学級当りの時間数が増え、児童生徒が外国人ALTに接する時間が増えた。印野
小、玉穂小は文科省の研究指定をうけ、研究を進めている。また、高根小学校は中学校との接続を視点において
研究を進めている。

平成21年度以
降の対応

中学校１校に１人のALTを派遣する。
小学校５、６年生の英語活動の指導ができる教員の育成にも引き続き取り組む。

継続

コメント

コメント
平成１９年度に行った調査によると英語活動が楽しいと答えた小学
生は８２％、中学生は６３％だった。同調査で外国の人と話をする
のは恥ずかしくないと答えた児童は７４％、生徒は６４％であり、
外国人に対する苦手意識が少なくなり、英会話に対する興味関心が
高まってきている。また、中学校卒業生の英検３級以上の取得率が
少しずつ高くなり成果につながってきている。新学習指導要領が改
訂され、小学校に外国語活動が導入されることになった。御殿場市
での小学校からのALT導入の成果が生かされる。

外国語学習が導入されようとする中で、今後も継続して実施された
い。また、ALTの質の向上には十分に配慮されたい。

今後の方向性

今後の方向性

継続

小中学校ALT１人の１時間当りのコスト
（円）
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外国人英語指導助手の小中学校１学級当
りの授業時数（ｈ）
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中学校卒業時の英検３級以上取得割合
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投入コスト（千円）

0
10,000
20,000
30,000
40,000
50,000

17年度 18年度 19年度

直接経費（上段）
人件費(下段）

 


